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昨日のことでした。 

 

明けがた、誰かに見られているような

気がして、ふっと、窓の外を見ました。 

そのとたん、西の空のまんまるな月が、

目に飛びこんできました。 

 

すでに、東の空は明るくなりかかって

いるというのに、月の光は、とても強

く、そのまるい輪郭をくっきりと示し

ながら、凛と、そこにいるのです。 

 

そういえば、今日は満月と、何かに書

いてあったっけ。でも、それって、今

夜のことだよね、と思いましたが、そ

れはもうほとんど完全な満月といって

いいエネルギーに満ち満ちて、光を放

っていたのです。 

 

そのあまりの神々しさに、私は、仕事

の手を止めて、じっと見とれてしまい

ました。 

月と自分がつながって、ひとつになっ

ているような、月が私に、エネルギー

を注ぎこんでくれるような、そんな気

持ちになったのです。 

 

不思議な体験でした。 

これまでだって、満月は、何十回、ひ

ょっとしたら、何百回と見てきたはず

なのに、その明けがたの月は、かつて

ないエネルギーで、私に語りかけてく

れているように感じたのです。 

 

ほうっと、見とれるうちに、月はゆっ

くりと、西の地平に沈んでいきました。 

 

それだけです。 

今日、あなたにお伝えしたいことは、

それだけなのです。 

 

メッセージにも何もなっていないので

すが、思い出しても、胸のなかが、ち

いさくふるえるようなのです。その胸

のふるえを、どうしても、お伝えした

くなったのです。 

 

でも、いま、これを書きながら、私が

なぜ、伝えたいと思ったのか。そのこ

たえが、おりてきました。それは… 

私たちは、いつでもおおいなるものと

つながっている。ということでした。 

 

もう一度、書きます。 

 

私たちは、どんなときでも、ひとりで

はないのです。私たちを生かしてくれ

ている、おおいなる存在とともに、あ

るのです。 

その、おおいなる存在に守られて、生

きているのが、私たちなのです。 

 

さて。 

そんな気持ちになったにもかかわらず、

その夜は、月のことはすっかり忘れて

いました。 

 

そして、今日の明けがた。 

あっ、と思い出して、窓の外を見ると、

月が見えました。 

まるでそれは、「おっ、思い出したよう

だね。私はいつでもここにいるよ」な

んて、言っているようでした。 

 

東の空を見ると、山の端が、赤く染ま

っていました。 

西の地平に、沈む月。東の空に、のぼ

るおひさま。どちらも、たとえようの

ないほど、美しい光景でした。 

 

ああ、本当だ…。私たちは、守られて

いる。守られているということを、忘

れているときでさえ、私たちは守られ

ている。 

 

あらためて、そんな気持ちがこみあげ

てきました。それで、そのことを忘れ

ないために、今朝のこのメッセージを

書いています。 

 

私が感じたことは、あなたにも起きて

いることです。私が守られているよう

に、あなたも守られているのです。あ

なたがそれを知っていようがいまいが、

思い出そうが忘れていようが、私たち

は、おおいなるものと、ともにいます。 

それは、過去もいまも未来も、変わら

ずに、そうあるのです。 

 

この気持ちを、あなたとわかちあえた

ら、私は、とてもうれしいです。 
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